
年末・年始の

業務について

お知らせ

年
末
の
ご
み
収
集

「
ご
み
収
集
日
程
表
」
の
と
お

り
、
1
2
月
3
1
日
土
ま
で
収
集
し

ま
す
・

年
始
の
ご
み
収
集

1
月
4
日
水
ま
で
休
み
ま
す
。

1
月
5
日
木
か
ら
「
ご
み
収
集
日

程
表
」の
と
お
り
収
集
し
ま
す
。

市
役
所
・
各
支
所
執
務

1
2月
2
8日
は
御
用
納
め
で
す
。

午
後
5
時
ま
で
執
務
し
ま
す
。

1
月
4
日
は
御
用
始
め
で
す
。

午
後
5
時
ま
で
執
務
し
ま
す
。

成
人
式

1
月
3
日
　
午
前
1
0時
か
ら

中
央
公
民
館
大
講
堂
で
行
わ
れ

ま
す
。

清
掃
工
場
へ
の
持
込
み

1
2月
3
0日
ま
で
平
常
ど
お
り
受

付
ま
す
。
3
1日
は
午
前
中
ま
で
。

1
月
4
日
か
ら
平
常
ど
お
り
で

す
。

問
合
せ
先
　
　
⑤
‐
3
2
3
0

下
水
道
管
が
詰
ま
っ
た
時

◇
東
深
川
終
末
処
理
場
へ

問
合
せ
先
　
　
⑥
‐
1
2
8
9

火
葬
業
務

平
常
ど
お
り
業
務
を
行
い
ま
す
。

し
尿
く
み
取
り
業
務

1
2月
2
5日
ま
で
に
申
込
ま
れ
た

家
庭
に
限
り
、
年
内
ま
で
に
く

み
取
り
ま
す
。

し
か
し
、
年
末
に
申
込
み
が
集

中
し
ま
す
と
、
処
理
能
力
に
限

界
が
あ
る
た
め
混
乱
し
ま
す
の

で
早
目
に
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

新
年
は
、
1
月
7
日
か
ら
業
務

を
行
い
ま
す
。

申
込
先
・
長
門
環
境
管
理
セ
ン
タ
ー

⑥
1
2
7
5
2

年末・年始
長門 市 と小 郡間 に直 通列 車

「 北長 門 号」が はしり ます

期間: 12 月24日～1 月8 日（毎日運転）

時
刻
　
上
り

長
門
市
発
　
　
9

：
4
2

長
門
湯
本
発
　
9

：
4
8

小
郡
着
　
　
　
1
1
：
0
7

下
り

小
郡
発
　
　
　
1
7

：
4
3

長
門
湯
本
着
　
1
9
：
0
8

長
門
市
着
　
　
1
9
：
1
4

特
別
障
害
者
手
当

障
害
児
福
祉
手
当

の
申
請
を

障
害
の
状
態
が
重
く
、
常
時
特

別
の
介
護
が
必
要
な
人
に
、
次
の

よ
う
な
手
当
が
支
給
さ
れ
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。

こ
の
手
当
は
、
申
請
し
な
い
と

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
手
当
の

支
給
要
件
に
該
当
す
る
人
の
家
族

は
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

手
当
の
支
給
要
件

・
特
別
障
害
者
手
当

ア
　
身
体
障
害
者
手
帳
1
・
2

級
程
度
、
療
育
手
帳
Ａ
級
程

度
の
障
害
（
別
表
1
）
が
二

つ
以
上
重
複
し
て
い
る
。

イ
　
施
設
に
入
所
し
て
い
な
い
。

ウ
　
病
院
に
継
続
し
て
3
か
月

以
上
入
院
し
て
い
な
い
。

エ
　
前
年
の
所
得
が
基
準
以
下

で
あ
る
。

オ
　
年
齢
が
満
2
0歳
以
上
で
あ

・
障
害
児
福
祉
手
当

ア
　
身
体
障
害
者
手
帳
1
級
と

2
級
の
一
部
程
度
、
療
育
手

帳
Ａ
級
程
度
の
障
害
（
別
表

2
）
が
あ
る
。

イ
　
施
設
に
入
所
し
て
い
な
い
。

ウ
　
前
年
の
所
得
が
基
準
以
下

で
あ
る
。

オ
　
年
齢
が
満
2
0歳
未
満
で
あ

手
続
き
の
方
法

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳

現
在
支
給
を
受
け
て
い
る
年
金
や

手
当
の
証
書
、
印
鑑
を
持
参
し
て

福
祉
事
務
所
で
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

な
お
、
医
師
の
診
断
書
が
必
要

な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
診
断

書
の
様
式
は
福
祉
事
務
所
に
あ
り

ま
す
。

手
当
の
支
払
い

申
請
し
た
翌
月
分
か
ら
支
給
さ

れ
ま
す
。

手
当
の
月
額
は

特
別
障
害
者
手
当

月
額
　
2
万
9
5
0
円

障
害
児
福
祉
手
当

月
額
　
1
万
1
千
7
0
0
円

詳
し
い
こ
と
は
、
福
祉
事
務
所

庶
務
係
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

（
　
内
線
1
1
1
）

別表1　 特別障害 者手当
1. 両眼の視力の合計が0. 04以下。
2 ．両耳の聴 力レベ ルがＩ ＯＯデシベ ル以± 0
3 ．両手の機能 に著しい障害 がある。(両手の全部の指を失ってい る。 又は、 両手の

全部の指の機能 に著し い障害 がある場 合を含む)
4 ．両足の機能 に著しい障害 がある。 又は、両足の足首 から上 を失ってい る。
5 ．体幹の機能障害で座っ ているこ とが出 来ない。又は 立上 がるこ とが出 来ない。
6 ．このほ か、身体の機 能の障害 又は長期 間の安静が必要な病状 で、 その程度 が1

から5 までと同じと認 められる状 態であって、日常生活の用務 が出来ない。
7 ．精神障害で、程度 が1 から6 までと同 程度以上Ｏ
別表2　 障害児福祉手当
1 ．両眼の視力の合 計が0. 0  2 以下。
2 ．両耳の聴力 が補聴器 を使用し ても聞こ えない。
3 ，両手の機能に著しい障害 があ るO
4 ，両手の全部の指 を失っ てい るＯ
5 ．両足が全く使えない。
6 ．両方の大腿部 を半分以上失っ てい る。
7 ．体幹の機能障害で座っ てい ること が出来 ない。
8 ．このほ か、身体の機能の障害又は長期間 の安静 が必要な病状 で、その程度が1

から7 までと同じと認めら れる状態であっ て、日常生活の用務が出 来ない。
9 ．精神の障 害で、程度 が1 から8 までと同程 度以上。
10. 身 体の機能障害や病状又は精神の障害 が重複 する場合 で、その状態 が1 から9

までと同 程度以上。
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